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Ⅰ研究の成果 （1000字程度）
（図表も含めて分かりやすく記入のこと）
化学振動反応 として知 られているベローゾフ ・ジャポチンスキー反応 （BZ
反応） を駆動力 として外的刺激 のない閉鎖系において自励振動す るナ ノゲル
微粒子 を作成 した。本研究では、Figure1に示すようなコンベア型物質輸送ナ
ノゲルア レイなど、マイクロサイズのデバイスへ応用す ることを目的 として
研究を進めている。本研究期間では、
ナノ空間におけるポリマー鎖に対する
架橋の影響を明らかにするためにポリ
マー鎖とゲル微粒子の相転移挙動を透
過率と蛍光強度の二つの方法を用いて
測定した。
Poly（NIPAAm-co-Ru（bpy）3）をフリーラジカル重合、poly（NIPAAm-co-Ru（bpy）3）
ゲル微粒子を乳化重合を用いて調製した。それぞれの溶液 と懸濁液を還元状
態に保持 し、温度を変化させたときの透過率変化、および蛍光強度変化を測
定した。
未架橋の直鎖状ポリマーとナノゲル微粒子
の振動がどのような機構で起こっているのか
を明らかにするために、各々の系の還元状態
における相転移挙動を透過率（Figure2）と蛍光
強度（Figure3）を用いて比較した。その結果、
透過率測定から得 られる相転移温度には多少
の濃度依存性が見 られたものの、蛍光強度測定
から得 られる相転移温度にはほとんど濃度依
存性がなかった。また、蛍光強度測定による
相転移温度は透過率測定によるものよりも小
さくなる傾向が見 られた。この結果より、蛍
光強度が個々の分子のミクロな形態変化を検
知しているのに対 して、透過率は分子間に働
くマクロな凝集を検知していると考えられる
Figure1：コンベア型ナ ノゲルア レイ
Figure2：透過率の温度依存性
Figure3：蛍光強度 の温度依存性
（Figure4）。 また、蛍光強度の温
度依存性 はポ リマー とナ ノゲル
微粒子で大 き く異な り、ポ リマ
ー系は蛍光強度が連続的に減少
す るのに対 して、ゲル微粒子系
では不連続的に減少した。これはポ
リマーが連続的に coil-globule変化
するのに対 して、ゲル微粒子にお
いてはこの変化が架橋によって協
同的に起 こるためにある温度にお
いて不連続的に体積変化するため
であると考えられる。このように
架橋の効果を解明することにより
、ポリマーとナノゲル微粒子に対
す る振 動機 構 を明 らか に した
（Figure5）。
今後は二段階鋳型法を用いて作成
した均一な粒径の微粒子を用いて2次元ナノゲルアレイを作成し、その応用
に向けた研究を行う。
Figure4：透過率変化 と蛍光 強度変化
Figure5：ポ リマー とナ ノゲルの振動挙動
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